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内容
• IoTとは

• マイクロソフトのIoT/ビッグデータ活用サービス

• クラウド、PaaSによるIoT

• モノをクラウドにつなぐ

• データを分析・活用する

• マイクロソフトの小型組み込み向けプラットフォーム

• 実習

• オンライントレーニング紹介



リテール
製造業

その他

255 億
デバイス

$7.2 兆
市場

コンシューマ

金融

ヘルスケア



今、まさに、IoT

ハードが
安くなり

接続が
容易に

開発が
簡単に

イノベーション
シナリオ

大きな利点
多大な需要



IoT の重要性とは?

デバイスがもたらす
大きな可能性

サービスを活用した新たな
ビジネスモデルの創出

革新による差別化の機会



マイクロソフトの IoT / ビッグデータ活用サービス

デバイス 接続・管理 分析・蓄積 活用・拡張

.NET Micro
Framework /
Gadgeteer

Win IoT Core

IoT



何故、クラウドとPaaS？

7

Microsoft Azure

十分ですか？
• データ蓄積用ストレージの容量
• 分析・活用コンピューティングリソース
• 応答性能
• 他のサービス・データとの連携
かかってませんか？
• サービス開発・運用費用
• サーバー保守費用

クラウドなら
• ストレージ無限大・自動バックアップ
• コンピューティングリソース無限大
• スケール
• 容易なサービス・データ連携
PaaSなら
• 公開サービスを必要十分なだけ利用可能
• サーバーメンテナンス不要

自前のサーバーでIoTを実現 クラウドとPaaSでIoTを実現



デバイスとクラウドを接続する

Microsoft Azure

一般回線
VPN
専用回線
…

ゲートウェイを
介した接続

P2P接続等

AllJoyn等、業界標準による連携

直接接続

デバイス管理
プロビジョニング

プロトコル変換

汎用プロトコル



Microsoft Azure

データを活用する リアルタイム分
析

バッチ分析 他システム
との連携

PowerBI
データの可視化



マイクロソフトの小型機器向けプラットフォーム

X86/ARM

UWP対応

専用装置向け

UI/ストア/MS アプリなし

256 MB RAM, 2GB storage

Broadcom 2836 900 MHz quad-

core ARM Cortex-A7 CPU

Broadcom 2836 900 MHz quad-

core ARM Cortex-A7 CPU

Broadcom 2836 900 MHz quad-

core ARM Cortex-A7 CPU

Windows 10 IoT Core .NET Micro Framework

PinKit FEZ Netduino

Any CPU

.NET

専用装置向け

Low Level HW IF

64KB RAM, 256KB Flash ROM



実際に試してみる
• 必要開発環境

• Windows 7 以上のパソコン

• Visual Studio 2013、または、2015 ※Community Editionで可

• Azure Subscription契約 ※一か月無料お試しで可

• 実習内容
• デバイスをクラウドに接続しデータを送受信する

• デバイス側のアプリ開発

• クラウド側のアプリ開発

• デバイス側、クラウド側、両方を使ったデバッグ・テスト



ハンズオンでInternet of Thingsを学ぶ

http://aka.ms/IoTKitHoL
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